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☆神戸･２１世紀へのグランドビジョン

ボランティア、ＮＰＯが支えるまちづくり
小笠原睦橋本明

■
。

中西勝｢星降る花降る」

June2000No469月刊神戸つ子６

＝

☆スポーツ特集

神戸を馬区ける熱き風
オリックスブルーウェーブヴイツセル神戸etc…への応援メッセージ
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パール＆ジュエリーフェア
日時：６月17日(土)･18日（日）１１：００～１９：００

場所：木下真珠バールサロン神戸

‘

ＩＤＥＡＲＬＣＯＮＩＭＵＮＩＣＡＴＩ○Ｎ

雌
l(iDo8bila

P(ａＦｌ
バｰﾙｻﾛﾝ神戸

〒650-0003神戸市中央区山本通1-7-7(北野坂）
TEL､078‐221-3170

FAX､078-221-9427
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の
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心
を
縫
嵯
フ

手
造
り
の
風
格
…

御
進
物
・
御
贈
答
に
最
適

御
住
業
付
御
洋
服
生
地

（
上
下
分
）
￥
２
８
０
，
０
０
０
よ
り

亜洋服,粋蕊這
神戸市中央区磯上通8-1-32グリーンビル

TEL､078-251-8501(代）

営業時間９：３０～１８：３０

定休日毎週月曜日

第１．３火曜日

各ブロック入口に設霞

動ﾛ旨

お父さん晴れ！

さんち力、いま父の日フェア
関空から直行!まばゆいばかりのブﾙー浴｡ﾆｭーｶﾚドﾆｱ6日間6/g③崖１８⑧

４

罰-〃
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aｑｕａｇｉｒｌ
神戸aquagirI

神戸市中央区三宮町1-6-21
盆078-326-0601

11：００～２０：００／不定休

http:"www‘aquagirI・nejp

ク
リ
ス
タ
ル
、
透
明
感
、
ポ
ッ
プ
、
き
れ
い
色
が
い

ま
話
題
の
「
ア
ク
ア
ガ
ー
ル
」
の
イ
メ
ー
ジ
。
つ
ね
に

時
代
の
先
端
を
い
く
ス
タ
イ
リ
ン
グ
の
提
案
を
し
て

く
れ
る
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
。

ガ
ー
リ
ッ
シ
ュ
ス
タ
イ
ル
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン

ド
「
ク
ロ
ー
ラ
」
や
イ
ン
ポ
ー
ト
の
人
気
ア
イ
テ
ム

「
カ
ト
リ
ー
ヌ
・
マ
ラ
ン
ド
リ
ー
ノ
」
「
エ
ミ
リ
オ
・
プ

ッ
チ
」
「
サ
ム
ソ
ナ
イ
ト
」
な
ど
、
き
れ
い
ラ
イ
ン
＋
ハ

ー
ド
ア
イ
テ
ム
で
こ
の
夏
の
流
行
を
先
取
り
。
ア
ク

セ
サ
リ
ー
、
バ
ッ
グ
、
シ
ュ
ー
ズ
も
昔
っ
ぽ
く
っ
て
新

鮮
。

↓
サ
イ
ケ
デ
リ
ッ
ク
な
ワ
ン
ス
ト
ラ

ッ
プ
ミ
ュ
ー
ル
（
サ
ロ
ン
￥
２
７
０
０

０
）
・
こ
の
夏
プ
ラ
ス
し
た
い
リ
ン
グ

が
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
の
中
に

↑ディスプレイも常にﾄﾚﾝドを意識｡お手↑まだまだ大人気のビﾝｸ｡次はグリーン
本にしたいｺーディネートが狙いだとか

↓
色
と
り
ど
り
の
キ
ャ
ミ
ソ
ー
ル
、
か
ご
バ
ッ
グ
、
ミ
ュ
ー
ル
た
ち
。
ク
ロ

の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
が
ユ
ニ
ー
ク

↑オリジナルのアクセも豊富な2Fフロア｡奥
はインポートのセレクトがそろう

↓
ド
レ
ッ
シ
ー
だ
け
ど
元
気
い
っ
ぱ
い
の
コ
ッ
ト
ン
ワ
ン
ピ
ー
ス

は
素
肌
に
心
地
よ
い
（
ク
ロ
ー
ラ
￥
１
９
０
０
０
）

↑
ク
ロ
ー
ラ
の
ス
ト
ラ
ッ
プ

イ
タ
リ
ア
に
発
注
。
エ
ナ
メ

ャ
ス
感
が
加
年
代
を
強
烈
に

（
ク
ロ
ー
ラ
￥
１
９
０
０
０
）

一・二園Ｋ四．一 ←上段､コンテンポラリーなデザ
インとポップなカラーリング､ナ

ッゾン＆モレッティのべネチアン

グラス(¥12800)下段､カジュアル
使いにぴったり､花柄が女の子ら
しいかごバッグ(クローラ¥4900）
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画
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レクト

、

グ
（
￥
１
２
０
０
０
、
￥
９
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０
０

↓
レ
ト
ロ
っ
ぽ
い
が
今
っ
ぽ
い
。
中
段
、
下
段
、
ク
ロ
ー
ラ
の
バ
ツ

、
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⑳鋤鰯
絶賛発売中！

ン

月刊神戸っ子が、これまでの食の情

報を結集して神戸の老舗、有名店を

選び、皆さまに自信をもってお薦め

できる店をご紹介いたします。
磯０

》
昂
一
旦
一
》

☆
デ
ー
ト
や
待
ち
合
わ
せ
に
！

淡路

☆
ご
招
待
に
！

花博ジャパンフローラ2０00と神戸･淡路観光ガイドブックの決定版!！

メッ

〃胃＆
ｒョ

域２．龍＝

７

はなさんぼ

ロ人と自然のコミュニケーション

淡路花博
ジャバンフローラ2,00ガイド

●車で行く?バスで周遊する？

自分でつくる

淡路ぶらり二人旅

●食べる､見る､着る､遊ぶ１

－卿見!神戸街遊びガイド

花咲･花笑･花散歩

堂~一ＩＦ 雛獅迅一一一ｋ

名所案内湾淡路･神戸

発行｡月刊神戸っ子

の
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おもい出の中の花達

ふれあいウェーフーベイシティバンク

～
！

mnSinsireetgalIeB種y<132〉

関丙両宮信用金庫
神戸市中央区下山手迩丁目１２３〒650ｍ１１

PHONE(0泊）3325151（代）ＦＢＸ〈078）333名874

さとうえつえ

く創花人･ミモザグループ主宰＞

神戸市中央恢衣佳

過ぎ去った時間の小ひき出しをあける

と花に飾られた思い出が次々に飛び出

してきます。うれしい時の花、悲しい

時の花、なぐさめられた花、よろこば

せた花。わきあがるイメージ通りに一

枚の白い布に染めうつし姿を変えてゆ

く創花を楽しんでみました。

生田新道に面したストリートギャラリー

.‘ベイシティバンクかんしん'’

は「共感・対話・信頼」を企業理

念として、地域の文化・芸術の育

成に努めております。

この“かんしんストリートギャ

ラリー１，も芸術の香りをほのかに

漂わせたアートスポットとして、

本年は「花と人と街と」と題した

シリーズで様々な作品を紹介して

まいります。

一花と人と街と－

第６回佐藤悦枝

iｌ
｜‐一一旬 也

１一一局
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KOBECCO
月刊神戸っ子６月号

Ｎ９４６ｇ
ＪＵＮＥ２０００

これは神戸を愛する人々の雑誌です

あなたのくらしに楽しい夢をおくる

神戸を訪れる人にはやさしい道しるべ

これは神戸っ子の心の手帖です

表紙／中西勝「星降る花降る」

J駕営蕊”
２０応援メッセージ

阪神タイガースへ涌嶋克己
オリックスブルーウエーブヘ加藤隆久
貴闘力関へ道上洋三

篠原信一へ上田勉

５Ｂ

2002年ワールドカップ日本｡韓国神戸開催
ヴイッセル神戸へ益子和久
関西学院大学アメフトＫＧファイターズへ
石井晃

tａｌｋ

２Ｓ

神戸・２１世紀へのグランドビジョンを考える<6〉

｢ボランティア､ＮＰＯが支えるまちづくり」
小笠原陳橋本明

ｓｏ

小室豊允《夢対談》

｢花と光あふれる千客万来都市のきっかけに」

山下彰啓堀内正美小室豊允

ｓｅｒⅡｅｓ

ＳＢ

竹久夢二四つの恋のものがたり

｢お葉、男児出産」中右瑛
７８

ミステリーグルメ神戸篇

｢ＯＮＥＤＡＹＬｌＬＹ」ウドノ葉生子

イラスト／黒田征太郎

函

ＳｅｒＮｅＳ

１１セカンドカバー

「2000CoIlaborationArtManufesto」嶋本昭三

１２ＫＯBECCO2000ジヤネット啓子カワスジ堀尾貞治

１４コウベスナップ

１６ある集い二木会あいトノエジソン倶楽部

１８おなじみプロフェッサーＰの研究室岡田淳

３２神戸の詩「神戸の女」岡本真穂絵／好井信子

３４神戸のお嬢さんフラワープリンセスパールプリンセス

３６タカラヅカ

「充実のトップコンビが大人のラブストーリーを」轟悠月影瞳

５６私の意見「｜Ｔ革命の今こそが神戸経済再興の最大のチャンス」田中俊和

６３ＫFＳ二１－ス

６４神戸のアーバンデザイン⑥武田則明

６５神戸のモダーンリビング⑥奥井正浩

６６トアロードまちづくり「フォーラム"インターナショナル.アートタウン，U

70亀井一成のズームインズー「白い赤ちゃんからのメッセージ」

７２はるにやんのひょうごうお--〈

「地球温暖化防止対策について」真継博

７４有馬歳時記「人と出逢える街・有馬」＜7＞余田光男

７６神戸を福祉の街に

「ドメスティックバイオレンスとのたたかいに学ぶ」橋本明

７７神戸の本棚

８２ぴっと・いん「ベニマン」｢ホテルプﾗサ神戸｣｢元町エピス新開地店」

「ＴＡＫＯ」

８３中村友一の味な街「ホテルオークラカメリア」

８４もだかる０００６

８６ポケットジャーナル

９０海船港「兵庫津をゆく」かどもとみのる

9２啓介いろは歌「真珠いろは歌」今井啓介

９３神戸つ子倶楽部通信／愛読者プレゼント

９４北野大散歩「レストラン北野」「永愛地球基金」

９６神戸百店会「ファミリア」「平山商会」

９８神戸うまいもん＆ドリンキング「トアロード・ドンク」｢アンテノール」

カメラ／米田定蔵池田年夫松原卓也米田英男森田篤志シンイチ
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、、、●うぐ､い§〈、
マ髪シシ

★選りすぐった一点を･･･★選りすぐった一点を･･･

神戸市中央区元町通2丁目5-11TEL､321-1710

鐘LｌｚＡ

SanoheSancI
神戸市中央区元町通2丁目5-11

麓LＩＺ
神戸市中央区三宮町2丁目6.1神戸市中央区三宮町2丁目６．１TEL､391-6806

世界でただ一人の花嫁のために

シャプリエがおつくりするHeadDress

ウエディングドレスを着るその日は、人生でいちばん大切な一日。ほんのちょっぴりの

我がままも、花嫁の特権と許してくださるでしょう。

マキシンでは、お気に入りのドレスにぴったりのHeadＤ｢essをご相談の上、
熟練のシャプリエ（帽子職人）がひとつひとつ心を込めておつくりします。

1基Ｏ｣画ＥｆＸｆＥｊＩＥ１Ｔ庖dｒＦ

☆神戸唯一のボルボネーゼトータルブティック｜☆よろず御鵠衣縫上歳

神戸シャツ

ー

神戸市中央区元町通3-2-18

ポルポ店TEL､391-0014
ビアンコ・ドンナ店TEL,391-4601

(クーカイ店）
神戸市中央区＝宮町3丁目1鐘６TEL,331-2168

☆伝わる真どころ最高の風格

手づくり

朽眺え紳士服

☆婦人帽子

、Q電、．×･いQ〈、
マ鐸シシ

神戸市中央区北長狭通2丁目6-13(トアロード）

TEL､331-6711全国有名百貨店婦人帽子売場

７月より水曜定休

剛鍵卿治,6年③灘柴田音吉商店
本店神戸元町本通4丁目アーケード南TELg41-1161

東京店東京帝国ホテル本館アーケード内TEL_3503-7973
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CollaborationArt

ManufestO

インターナショナルコラボレーションアート協会

日本ユネスコ協会連盟ﾌｪﾘｼﾓ美術館嶋本昭三

私、嶋本昭三は日頃より、これからの、２１世紀のアートの形

は－人のリーダー（アーティスト）によって一方的に行われる

ものでなく皆のネットワーキングによりコラボレーションで行

われると考え、今まで様々な活動を通じてコラボレーションア

ートの可能性を模索して参りました。そんな中、1998年８月に

準備開館したフェリシモ美術館の顧問として招かれ、その思い

考えを伝えたところ、その考えにおおいに賛同いただき、日本

初、世界初のコラポレーションアートをコンセプトとした美術

館を形作って行こうということになりました。

私達の考えるコラボレーションアートの形とは、例えばアー

ティストが投げかけたメッセージに、生活者一人一人が、その

投げかけに対してポジティブなエネルギーを例えば「メッセー

ジ」という形で、例えば「絵」という形でこの「場」に集結さ

せ、アーティストが集まったそれらのエネルギーに包まれた時

に感じたものを、ひとつにまとめて作品に生まれ変わらせると

いう時間的、空間的制約をも超越した、新しい形でのコラボレ

ーションです。

また、そうして生まれた作品は、作品を通じてさらに多くの

人々にそのエネルギーを伝えていくという使命を担います。

今回、この構想を実現させるための第一段階として、アーテ

ィストと世界中の人々が国や国境、あらゆるヒエラルキー（民

族、宗教、領土）を超越し、地球・人類という概念のもとで共

通の願いをアートにより形にする為の「場」として、「国際コラ

ボレーションアート協会」を新たな1000年、また輝ける２１世紀

への贈り物として設立し活動を開始いたします。

そこで今回、この活動のはじまりとして、日本ユネスコ協会

連盟、フェリシモ美術館との共催で国際コラポレーションアー

ト協会の立ち上げプロジェクトとして、３月１１日にフランス、

ディジョンにてコラボレーションによるパフォーマンスを行う

運びとなりました。

こうして行われたパフォーマンスの内容は「時の記録（2000

年１月１日の記録)」と題し、世界より集めた2000年１月１日の新

聞約140紙、世界のメイルアーティストから送られた１月１日の

新聞を使用した作品約160紙を麻紐で繋ぎあわせることにより

地球をイメージしたキャンバスを制作し、そして熱気球を用い

て上空20ｍより、新たな1000年に、また２１世紀へ「平和」とい

う願いを込めた5色の絵の具を投下しコラボレーションにより作

品を制作しました。またこのプロジェクト実行に際し、国際的

なフォトグラファーBenSimmons氏が終始同行してくれて撮影

を行い、出来上がった写真の選択も彼の意志に沿って編集いた

しました。

※スペースの関係で、今回は全25枚の写真のうち4枚を紹介します
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五
月
十
三
日
、
十
四
日
に
神
戸
ア
ー
ト
ビ
レ
ッ
ね

ジ
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
第
一
回
神
戸
ジ
ャ
ズ
ヴ

ォ
ー
カ
ル
ク
ィ
ー
ン
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
全
国
約
四

十
組
の
な
か
か
ら
栄
光
を
勝
ち
取
っ
た
。

芦
屋
市
在
住
。
神
戸
、
大
阪
の
ラ
イ
ブ
ハ
ゥ
ス

を
中
心
に
、
ジ
ャ
ズ
、
ロ
ッ
ク
、
ラ
テ
ン
、
ポ
ッ

プ
ス
な
ど
幅
広
く
歌
う
。
同
時
に
、
Ｋ
ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｆ

Ｍ
神
戸
を
は
じ
め
、
ラ
ジ
オ
番
組
の
Ｄ
Ｊ
と
し
て

も
活
躍
中
だ
。
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
顔
立
ち
と
さ
ば

さ
ば
と
し
た
話
し
方
。
「
仕
事
も
趣
味
も
、
マ
イ
ペ

ー
ス
＆
リ
ゾ
ー
ト
が
ポ
リ
シ
ー
。
無
理
な
く
、
好

き
な
こ
と
を
す
る
の
が
私
の
ス
タ
イ
ル
」
と
笑
う
。

〃
リ
ゾ
ー
ト
感
覚
〃
と
は
、
変
則
的
な
生
活
の
な

か
で
、
常
に
心
に
安
ら
ぎ
を
も
っ
て
い
た
い
と
い

う
彼
女
な
ら
で
は
の
発
想
だ
。

英
国
人
と
の
ハ
ー
フ
の
父
親
を
も
ち
、
家
に
は

い
つ
も
ジ
ャ
ズ
や
外
国
映
画
の
音
楽
が
溢
れ
て
い

た
。
大
学
時
代
は
軽
音
楽
部
に
所
属
。
メ
ジ
ャ
ー

デ
ビ
ュ
ー
を
目
前
に
し
て
い
た
が
、
「
芸
能
界
の
多

く
の
規
制
に
納
得
が
行
か
ず
」
辞
退
し
た
。
「
歌
う

方
法
は
他
に
も
あ
る
は
ず
だ
」
と
模
索
し
て
い
た

頃
、
あ
る
ホ
テ
ル
が
主
催
し
た
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

に
合
格
。
シ
ン
ガ
ー
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
を
き
っ

た
。
「
同
時
に
、
か
っ
て
の
自
分
が
否
定
し
た
〃
道
″

の
遠
さ
を
知
っ
た
」
と
話
す
。
が
、
後
悔
は
な
か

っ
た
。
〃
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ピ
リ
ッ
ト
〃
で
、
ラ
イ

ブ
ハ
ウ
ス
の
狭
き
門
を
叩
き
続
け
た
。
「
歌
は
、
私

に
と
っ
て
生
き
る
た
め
に
必
要
な
水
や
空
気
と
同

じ
。
私
、
遅
咲
き
の
花
な
ん
で
す
」

コ
ン
テ
ス
ト
の
賞
品
は
、
十
月
の
シ
ア
ト
ル
で

の
ス
テ
ー
ジ
だ
。
ジ
ャ
ズ
の
ま
ち
神
戸
に
生
ま
れ

た
一
人
の
ク
ィ
ｉ
ン
。
き
っ
と
大
輪
の
花
を
咲
か

せ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
〈
宇
都
宮
〉

Jcine侮KeikoKbw℃Isjee

<ジャズシンガー＞

ジヤネツト啓冒三子
カワズジ

芦屋ルナホール撮影／池田年男
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歌
は
生
き
て
い
く
要
素
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＃屈尾貞治

神
戸
市
兵
庫
区
在
住
。
生
ま
れ
育
っ
た
土
地
で

今
も
創
作
活
動
を
続
け
て
い
る
。

震
災
の
体
験
か
ら
、
三
か
月
間
に
三
百
点
に
も

及
ぶ
作
品
を
描
き
あ
げ
た
。
そ
の
作
品
は
多
く
の

人
々
を
ひ
き
つ
け
、
全
国
各
地
の
美
術
館
や
学
校

で
展
覧
会
が
開
か
れ
て
き
た
。

そ
の
制
作
ス
ピ
ー
ド
に
は
驚
く
が
、
「
ひ
と
が
一

年
か
か
る
事
を
一
時
間
で
し
ま
す
よ
」
と
さ
ら
り

と
言
っ
て
の
け
る
。
そ
の
裏
付
け
に
も
な
る
の
か
、

｜
分
で
一
枚
作
品
を
仕
上
げ
る
「
一
分
打
法
」
と

自宅にて撮影／米田定蔵

名
付
け
た
活
動
を
続
け
て
い
る
ｃ
限
ら
れ
た
時
間

に
速
く
作
り
あ
げ
る
こ
と
で
、
感
性
感
覚
が
磨
か

れ
る
と
い
う
。
他
に
も
十
五
年
間
毎
日
一
色
ず
つ

塗
り
続
け
て
い
る
「
色
塗
り
場
」
が
あ
る
。
そ
の

一
筆
一
筆
は
、
小
さ
な
ゴ
ム
風
船
に
幾
重
に
も
重

な
り
、
今
で
は
カ
ラ
フ
ル
で
巨
大
な
蜂
の
巣
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
「
中
身
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
、

お
も
し
ろ
い
ね
」

特
に
専
門
的
に
学
ん
だ
こ
と
は
な
い
。
「
思
考
や

理
論
で
も
の
を
言
っ
て
も
力
は
な
い
。
体
験
か
ら

生
ま
れ
る
言
葉
に
人
は
動
か
さ
れ
る
も
の
で
す
」

作
品
に
一
貫
し
て
い
る
の
は
見
え
な
い
も
の
を

見
え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
震
災
の
作
品
に
関
し

て
も
実
写
で
は
な
く
、
見
た
も
の
を
自
分
の
中
で

岨
噌
し
、
そ
れ
が
色
と
な
り
線
と
な
り
、
新
し
い

形
と
し
て
表
れ
て
い
る
。
「
見
え
な
い
と
こ
ろ
の
本

質
を
掴
み
表
現
す
る
。
そ
れ
を
ぱ
っ
と
見
て
単
純

に
お
も
し
ろ
い
と
感
じ
て
く
れ
る
人
が
い
れ
ば
い

い
。
理
屈
じ
ゃ
な
い
で
す
。
枠
を
つ
ぶ
す
こ
と
は

勇
気
が
要
り
ま
す
が
そ
れ
が
芸
術
で
す
か
ら
ね
。

ず
っ
と
描
き
続
け
ま
す
よ
。
」
と
作
品
を
手
に
し
て

顔
が
ほ
こ
る
ん
だ
。
〈
前
田
〉
幅

ＳＡＤＡＨＡＲＵＨ○R/○

<造形作家〉
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本
質
を
掴
む
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士

↓
晴
れ
や
か
貞
松
正
一
郎
・
上
村
未
香
結
婚
式

４
月
杷
日
、
新
神
戸
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
貞
松
・
浜
田
バ
レ
エ

団
貞
松
融
団
長
の
長
男
で
洋
舞
家
の
正
一
郎
さ
ん
と
、
プ
リ
マ
上
村
未
香
さ
ん

が
ゴ
ー
ル
イ
ン
。
舞
踊
団
総
出
演
の
祝
舞
は
、
天
上
の
結
婚
式
の
よ
う
に
美
し

く
、
夢
の
よ
う
に
見
事
な
演
出
だ
っ
た

＝

琢
二

画iii
謹堅

瀧
戎

＝

郡

９

域且麺&鶴惑い磯息耀

nmmi識
蕪

↑｢移情闇」明石大橋を背に復原

舞子浜に、待望久しい「移情閣」が４月21日に復原完成披露された。華僑の実業家・呉錦堂が建てた移惰
閣は、明石海峡大橋の架橋のため移築。孫中山記念館として、日中交流の新たなる拠点となった

ワ毛

伊

ダ

↑
た
か
と
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
達
ユ
レ
セ
ブ
シ
ョ
ン

震
災
後
、
鷹
取
救
援
基
地
と
し
て
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
の
拠
点
と
な
っ
た
長
田
区
鷹
取
教
会
が
「
た
か
と
り

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
法
人
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
化
。

そ
の
後
の
手
作
り
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
代
表
神
田
裕
神
父

ら
に
よ
る
生
ラ
敬
う
も

↓
さ
ん
ブ
ラ
ザ
印
周
年
を
祝
う

昭
和
娼
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
さ
ん
プ
ラ
ザ
」
は
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
神
戸
を
代
表
す
る
三
宮
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
。
４
月
調
日
開
館
釦
周
年
を
迎
え
、
ホ
テ
ル
オ

ー
ク
ラ
神
戸
で
祝
賀
会
を

〆

画
一

一一

Ｋ 、 ］
』 膿 ＄ 、 間Ｐコウベズナッブ

■皇ざ

●●｡
■

吾
■ 戸

②

椅
戸
擬
人
有
格
老
逗
竪
創
立
駄
眉
一

意
に
第
う

ほ
婦
人
参
政
権
行
使
の
弱
年
め
。
４

国
県
民
会
館
に
て
記
念
大
会
開
催
。
一

不
ジ
ウ
ム
「
成
熟
社
会
に
お
け
る
女

反
割
一
は
熟
の
こ
も
っ
た
勾
容
だ
つ

ＵＵ

哩
当

１１鰯!ii‘
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晶
執
貯
咽
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● 厚
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胃

墨
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４月19.20日、神戸ファッションマートＫＦＭ“イラ

と。ロンドン・パリ・ミラノよりもデザイナー参加ｃ

粥会の主催で、若いデザイナーが競争し、火花散る直

（鴫識』『霞準

_ＤＵＵＴ己
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画

准
斗
対
審
慨
マ
丁
今
云
巨
塵
土
巳
睡
睡
〃
ん
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』

合同辰
今士声
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占
う
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謝
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〃
世
界
を
蚕
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日
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泌

燕 ↑
↓
「
イ
ン
フ
ィ
オ
ラ
ー
タ
こ
う

べ
２
０
０
０
」
各
地
で
彩
ら
れ
る

今
年
は
永
田
萌
さ
ん
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
フ
ィ
オ
ラ
」
も
登
場
。
三

宮
あ
じ
さ
い
通
り
で
ネ
ー
ミ
ン
グ

採
用
者
の
授
賞
式
（
写
真
上
）

↑
第
旧
回
洋
菓
子
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
展
テ
ー
マ
は
「
夢
舞
台
」

神
戸
・
阪
神
間
を
代
表
す
る
約
印
名
の
シ
ェ
フ
た
ち
が
、
５
月
３
日
～
９
日
神
戸
大
丸
で
、
見
事
な
職
人
芸
の
技
を
競
い
工
芸
菓
子
を
披
露
。
神

戸
パ
ン
ダ
や
、
夢
ハ
ッ
チ
君
の
登
場
に
、
貝
原
知
事
夫
人
を
案
内
す
る
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
村
上
和
子
（
写
真
上
・
中
央
）
さ
ん
も
楽
し
そ
う

ljn；
1回

鐸
ニ
ァニ

唇＞弓魚』

電冨』
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←↑東山魁夷画伯１周忌

５月１日より神戸クリスタ

ルアートサロン（柏木正博

会長）で始まった東山画伯

の展覧会。画伯のスケッチ

風景や遺品も飾られ、東山

すみ夫人も感慨深くウィン

ドウを。６日に奈良の唐招

提寺で１周忌。鑑真和上と

同じ６日が命日と、ご縁が
深い

議蕊毒雲！
縦,ボ
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←↑穴門商店街会場にはかわいいパンダ〈写

真上）や閲帝廟（写真左）の力作花絵も

型
．
ザ
Ｌ
心
一
ｍ
』
紐
回
ｒ
‐

岬
噂
山

鯵

Ｆー＝口

Ｉ

！

一
一

→北野町広場（風見鶏の館前）ではフィオラ

ちゃんの花絵がカップルをお出迎え

Ｋ ◎ＢＥコウベスナツブＳｎｎＰ
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藤ト
Ｆ－１
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磯貫

ゴ

ロ
白
日
釦
蝉
凹
腕
凹

酔

↓
「
小
山
泰
三
・
山
村
恵
光
一
一
人
展
」

４
月
６
日
～
５
月
印
日
タ
ウ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｎ
Ｏ
Ｖ
Ａ
Ｎ

Ｏ
で
「
小
山
泰
三
・
山
村
恵
光
二
人
展
」
が
開
催
さ
れ
た
。

抽
象
画
・
日
本
画
と
、
ま
っ
た
く
ジ
ャ
ン
ル
の
ち
が
う
世

界
へ
の
造
詣
を
深
め
た
旧
友
２
人
（
右
が
小
山
氏
）
の
初

の
二
人
展

↑
高
徳
加
寿
子
さ
ん
個
展

北
野
坂
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ミ
ウ
ラ
で
配
歳
の
高
徳
さ
ん
が
若
々

し
い
花
の
絵
を
並
べ
た
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食を楽しむグルメの集い
<二木会〉

壷
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目

灘
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回
連
絡
先
／
二
木
会
代
表
世
話
人
渡
辺
祥
夫

神
戸
市
兵
庫
区
大
同
町
２
．
４
．
３

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
．
５
２
１
．
７
８
６
６

食
べ
る
こ
と
が
大
好
き
な
人
、
入
会
し
て
く
だ
さ
い
。

安
く
て
お
い
し
い
店
を
教
え
て
下
さ
い
。

有馬温泉古泉閣「慶月」にて４月例会

☆ある集い☆

男-酷再畦

《V１

靴Ｌ

ＨＦ△

毎
月
第
二
木
曜
日
の
夕
方
六
時
半
に
、
そ
の
月
の
幹
事
の
帽

お
薦
め
の
店
に
集
っ
て
、
お
酒
や
食
事
を
楽
し
む
会
で
あ
る
。

こ
の
集
ま
り
の
初
め
は
昭
和
三
十
年
頃
と
い
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
離
合
集
散
を
経
て
昭
和
四
十
年
頃
は
、
二
金
会
と

い
っ
て
第
二
金
曜
日
に
集
っ
て
い
た
。
そ
の
当
時
は
金
曜
日

は
「
こ
ん
よ
う
日
」
と
い
っ
て
ど
こ
の
店
も
暇
だ
っ
た
ら
し

い
。
そ
の
後
土
曜
日
が
休
日
に
な
り
、
金
曜
日
が
「
は
な
き

ん
」
と
い
そ
が
し
く
な
り
、
そ
れ
で
第
二
木
曜
日
に
集
ま
る

よ
う
に
な
り
、
現
在
の
二
木
会
と
な
っ
た
。
毎
月
の
会
費
も

一
万
円
位
の
と
き
も
あ
っ
た
が
、
現
在
は
酒
食
税
込
み
で
七

千
円
位
で
充
分
楽
し
ん
で
い
る
。

今
回
は
小
田
設
計
事
務
所
の
小
田
武
司
さ
ん
の
御
世
話
で
、

有
馬
の
古
泉
閣
の
慶
月
の
精
進
料
理
を
楽
し
ん
だ
。
さ
す
が

高
山
の
角
正
の
伝
統
を
受
け
つ
ぐ
料
理
は
申
し
分
な
く
、
料

理
長
小
瀬
正
夫
さ
ん
に
よ
る
新
し
い
料
理
も
目
新
し
く
充
分

に
お
い
し
か
っ
た
。
仲
居
さ
ん
の
匿
岡
幸
さ
ん
の
料
理
の
説

明
も
良
く
、
皆
楽
し
ん
で
い
た
。

有
馬
の
桜
も
満
開
で
、
夜
桜
を
楽
し
み
、
温
泉
に
は
い
っ

て
、
二
次
会
に
は
豪
華
な
バ
ー
で
カ
ク
テ
ル
を
よ
ば
れ
、
カ

ラ
オ
ケ
を
楽
し
ん
で
、
夜
十
一
時
頃
帰
宅
し
た
。
帰
り
は
四
、

五
人
で
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
と
安
く
つ
き
、
有
馬
は
本
当

に
神
戸
の
奥
座
敷
と
い
う
感
じ
で
あ
っ
た
。
〈
田
中
正
郎
〉
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声

ｓＰレコードを最高銘機で楽しむ会
〈あいレノエジソン倶楽部〉

声

７

「
あ
い
り
エ
ジ
ソ
ン
倶
楽
部
」
は
、
昨
年
秋
に
で
き
た
ク
ラ
ブ

で
、
銘
機
「
ク
レ
デ
ン
ザ
」
蓄
音
機
に
よ
る
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド

の
鑑
賞
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
と
い
う
名

称
は
、
日
本
だ
け
の
呼
び
名
ら
し
く
、
欧
米
諸
国
で
は
七
十

八
回
転
レ
コ
ー
ド
と
言
っ
て
お
り
ま
す
。

オ
ー
ナ
ー
は
福
原
初
子
さ
ん
で
す
が
、
顧
問
に
エ
ジ
ソ
ン

蓄
音
機
の
世
界
的
研
究
家
で
あ
る
品
川
征
郎
さ
ん
を
迎
え
、

ほ
か
に
、
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
復
刻
の
安
原
嘩
善
さ
ん
等
々
、

鐸
々
た
る
メ
ン
バ
ー
を
擁
し
て
、
毎
月
第
二
、
第
四
木
曜
日

に
例
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
曲
目
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の

み
な
ら
ず
、
毎
回
、
流
行
歌
や
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
等
も
演
奏
し
、

十
数
人
の
参
加
者
で
好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ク
ラ
ブ
に
は
、
ほ
か
に
「
エ
ジ
ソ
ン
博
物
館
」
設
立

と
い
う
壮
大
な
目
的
を
も
っ
て
お
り
、
数
十
年
の
Ｓ
Ｐ
レ
コ

ー
ド
フ
ァ
ン
で
あ
る
田
辺
、
河
原
、
諸
井
、
中
村
等
も
参
画

し
て
財
団
法
人
を
作
る
た
め
に
着
々
と
計
画
を
進
め
て
お
り

ま
す
。
「
エ
ジ
ソ
ン
博
物
館
」
は
、
品
川
征
郎
さ
ん
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
中
心
に
、
蓄
音
機
、
レ
コ
ー
ド
そ
の
他
資
料
を
一

堂
に
集
め
て
展
示
し
、
ま
た
来
館
者
の
希
望
に
よ
っ
て
色
々

な
蓄
音
機
の
音
が
聴
け
る
博
物
館
の
構
想
を
抱
い
て
い
て
、

後
継
者
の
育
成
も
考
え
て
い
る
の
で
す
。

レ
コ
ー
ド
鑑
賞
の
例
会
は
午
後
一
時
か
ら
三
時
間
に
わ
た

っ
て
三
宮
で
開
催
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
音
楽
に
興
味
の
あ

る
方
は
是
非
お
越
し
下
さ
い
。
〈
中
村
〉
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評

溶一〃
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「
あ
い
り
エ
ジ
ソ
ン
倶
楽
部
」
は
、
昨
年
秋
に
で
き
た
ク
ラ
ブ

で
、
銘
機
「
ク
レ
デ
ン
ザ
」
蓄
音
機
に
よ
る
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド

の
鑑
賞
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
と
い
う
名

称
は
、
日
本
だ
け
の
呼
び
名
ら
し
く
、
欧
米
諸
国
で
は
七
十

八
回
転
レ
コ
ー
ド
と
言
っ
て
お
り
ま
す
。

オ
ー
ナ
ー
は
福
原
初
子
さ
ん
で
す
が
、
顧
問
に
エ
ジ
ソ
ン

蓄
音
機
の
世
界
的
研
究
家
で
あ
る
品
川
征
郎
さ
ん
を
迎
え
、

ほ
か
に
、
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
復
刻
の
安
原
嘩
善
さ
ん
等
々
、

鐸
々
た
る
メ
ン
バ
ー
を
擁
し
て
、
毎
月
第
二
、
第
四
木
曜
日

に
例
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
曲
目
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の

み
な
ら
ず
、
毎
回
、
流
行
歌
や
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
等
も
演
奏
し
、

十
数
人
の
参
加
者
で
好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ク
ラ
ブ
に
は
、
ほ
か
に
「
エ
ジ
ソ
ン
博
物
館
」
設
立

と
い
う
壮
大
な
目
的
を
も
っ
て
お
り
、
数
十
年
の
Ｓ
Ｐ
レ
コ

ー
ド
フ
ァ
ン
で
あ
る
田
辺
、
河
原
、
諸
井
、
中
村
等
も
参
画

し
て
財
団
法
人
を
作
る
た
め
に
着
々
と
計
画
を
進
め
て
お
り

ま
す
。
「
エ
ジ
ソ
ン
博
物
館
」
は
、
品
川
征
郎
さ
ん
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
中
心
に
、
蓄
音
機
、
レ
コ
ー
ド
そ
の
他
資
料
を
一

堂
に
集
め
て
展
示
し
、
ま
た
来
館
者
の
希
望
に
よ
っ
て
色
々

な
蓄
音
機
の
音
が
聴
け
る
博
物
館
の
構
想
を
抱
い
て
い
て
、

後
継
者
の
育
成
も
考
え
て
い
る
の
で
す
。

レ
コ
ー
ド
鑑
賞
の
例
会
は
午
後
一
時
か
ら
三
時
間
に
わ
た

っ
て
三
宮
で
開
催
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
音
楽
に
興
味
の
あ

る
方
は
是
非
お
越
し
下
さ
い
。
〈
中
村
〉

７

凪
連
絡
先
／
「
あ
い
り
」

福
原
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
．
８
０
２
．
６
１
４
３

ま
た
は
安
原
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
．
７
３
１
．
２
４
２
７

集

‘謹馳制

凪
連
絡
先
／
「
あ
い
り
」

福
原
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
．
８
０
２
．
６
１
４
３

ま
た
は
安
原
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
．
７
３
１
．
２
４
２
７

☆ある

屋

一

認

謝膳

一
屋

’

埴

・垂

《

い☆

F=ず".

鍵謹
制〆制〆

１
０
．
Ｊ
心
‐
」

０
１
●
０
０
咽
堀
迅
叫
死

１
０
．
Ｊ
心
‐
」

０
１
●
０
０
咽
堀
迅
叫
死

一
一
戸 一

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



このくつぞこは

ぶつかるエネルギ足を
二倍にした反発力を
もうているのじYｂ

お
な
じ
み

ブ
ロ
フ
エ
ッ
サ
Ｉ
Ｄ
Ｄ
の
研
究
室

て？

九？

-一=ﾏ乏堂塾マーー

劃

ｌ
岡
田
淳
Ｉ

そ３kつそれ,ノ

琴言

ぱ 墨
しかし

閣鋤〔
とまるん

両

引 ||ご
r一＜一

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



ざ

伝示逸品融成ﾛｰｽﾊﾑ／伝承逸品熟鼠ボﾝﾚｽﾊﾑﾛｰｽﾄピｰﾌ(もも】／ﾛｰｽﾄビｰﾌｿｰｽ

気
持
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や
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声
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吟声

聞』リ

画
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■

二

が

■
■

４
厚ら釦

■

抜
か
れ
た
素
材
の
持
ち
味
を
活
か
し
、

の
技
術
で
丹
念
に
造
り
あ
げ
た
格
別
の
味
わ
い
。

ゆ
た
か
に
、
心
な
ど
む
お
い
し
さ
が
、

方
の
気
持
ち
を
言
葉
以
上
に
伝
え
ま
す
。

な
方
へ
の
夏
の
ご
あ
い
さ
つ
に
、
伊
藤
ハ
ム
。
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